
家庭内暴力 

 

■キーワード：家庭内暴力、ひきこもり、貧困、精神障がい 

■相談者：女性（50 歳代、無職）    

■家族状況 

 ○内縁の夫（40歳代後半、別居） 

 ○長女（22歳、前夫との子ども） 

○長男（14 歳、内縁の夫との子ども） 

■相談の主訴 

 長女から暴力を振るわれており、生活も不安定になっている。 
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■相談の経路 

 就労支援窓口からの紹介。 

 

■相談内容等 

相談者は精神疾患がある。長女からの暴力やひきこもりといった問題を抱えていること

から、生活の安定を図れず、就労もできていない。生活保護を受給している。 

相談者は、長女が小学生の頃に前夫と離婚している。数年後、内縁の夫と同居するよう

になり、次男が生まれている。 

長年、内縁の夫と長女は関係が悪く、長女は中学生のころから部屋に閉じこもり状態と

なっている。また、長女と相談者との関係も悪くなり、相談者が触ったドアの取手を拭く

など毛嫌いしている。食事も一緒にとらず、自分の部屋で相談者が作った食事を食べてい

る。相談者に暴力をふるい警察沙汰となったこともある。なお、内縁の夫とは数年前から

別居している。 

長女は、私立高校に在籍していたが、ほとんど通学せず、退学となった。市の就労支援

担当部署は、退学後に、就職先の紹介や、就労支援を行ったが、引きこもりの状況は改善

していない。 

相談者は、長女から暴力を振るわれず、安定した生活を送れるようになることを望んで

いる。 

 

■対応 

（長女に対する支援） 



 相談者だけでなく長女に対しても支援を行っていく必要があるため、長女と面談した。

長女からは、「母親の顔を見ているとイライラしてつい手をだしてしまう」、「義父とは関係

が構築できない」ことなどが話された。また、「青年海外協力隊や服飾関係の仕事に就きた

い」という夢があり就労意欲が幾分あることが分かった。さらに、中学生の頃から、気持

ちがせっぱ詰るとリストカットを行っていることが分かった。 

リストカットについては、その後、相談者に確認したところ、相談者は、長女が中学生

の頃から保健センターのセミナーを受けるなどしていること、また、市保健センターと学

校ではリストカット等の自傷行為をする子どもをピックアップして見守る体制を作ってい

るが、長女もその対象となっていたことが分かった。 

初回面接からの 1 年ほどの間、月に一度は相談を重ねた。具体的には、就労支援を継続

的に行うことを目的として、面接や履歴書づくりのための自己の振り返りなどから自己覚

知を行い、相談者との関係を再構築できるよう心掛けた。また、家庭内暴力に対する問題

意識やコントロールについても話し合った。すぐに暴力が減少しているわけではないよう

だが、本人からは、「暴力はコントロールすべき」といった言葉も出てきている。 

就労支援として、何度か就職先を紹介した。短期間ではあるが就職することもあったが、

仕事を継続することが難しく、すぐに辞めてしまう。相談者の内縁の夫から紹介された先

に就職したこともあったが同様であり、また、内縁の夫からうるさく言われたことで、自

分の首を切るといった行動をとっている。 

  

（相談者に対する支援） 

 相談者を含む家族の見守りのため、ケースワーカー、コミュニティソーシャルワーカー

（CSW)とケース会議を行い、継続的に見守りを行う体制を整えた。 

 また、相談者自身の精神的な不安定さを解消しない限りは就労にも結び付かないため、

医療機関に継続的に通うことを勧めた。また、つらいときには、いつでも相談してほしい

と伝えた。 

 

■評価および今後の課題 

 相談者と長女の二者に対して支援を展開する必要がある事例である。今後は、長女に対

して、暴力のコントロールや、その元となっている感情面の課題について、医療機関との

連携の中で専門的に支援していく必要があると考える。長女が、自己の課題について理解

し、相談者との関係構築を目指して、医療機関を受診するような働きかけが求められる。

兄弟関係や友人関係については明らかになっていないが、相談者以外の関係性の中で他者

との紐帯（つながり）を構築していくことも重要である。外の場に出て行く機会や、ゆる

やかに就労でき他者と関係性が構築できるような場などを紹介していくことも必要である。

暴力が酷くなった際には、相談者との分離も視野にいれて支援体制を整えておくことも忘

れてはならない。 

相談者に対しても、精神的な健康状態の安定が最優先であり、継続的な受診ができる体

制が重要である。また、家庭内暴力の親の会や相談支援の場とつながりのなかで、相談者

が生活課題ばかりに追われてしまうことがないようにしたい。今後は、長男の成長や内縁

の夫との関係など新たに出てくる課題もあるかもしれない。地域での見守りや関係機関に



よる連絡調整の場が常に重要である。 

 

■連携が想定される資源 

 コミュニティソーシャルワーカー（CSW) 

保健センター 

生活保護ケースワーカー 

就労支援窓口 

医療機関 

作業所（ゆるやかな就労の場として） 

 警察 

 家庭内暴力を抱える親の会 

  

■利用が想定されるサービス 

 就労支援サービス 

 生活保護制度 

 障害者総合支援法上のサービス（精神） 


